様式２
実　務　経　験　証　明　書

下記の者は、　　　　　　工事に関し、下記のとおり実務の経験を有することに相違ないことを証明します。

平成　　年　　月　　日
証明者　　　　　　　　　　　　　　　　　
印

記

	技術者の氏名
	
	生年月日
	

	所属会社名
	
	所在地
	

	最終学歴
	　　　　　学校　　　学科
	卒業年月日
	

	職名
	実務経験の内容
	実務経験年数

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	
	年　　月から　　年　　月まで

	
	合計　　満　　　　年　　　　月


記載要領

　1　この証明書は、許可を受けようとする建設業に係る建設工事の種類ごとに作成すること。

　2　「実務経験の内容」の欄は、従事した主な工事名等を具体的に記載すること。

　3　職名は主任技術者、現場代理人、作業員等を記入すること。

4　建設業法第7条第2号イの場合は、合計実務経験が5年以上、建設業法第7条第2号ロの場合は、合計実務経験が10年

以上を必要とする。

